





















































































　まずは CO₂ の規制ですが、図 3を見ていただいたらお分かりのように、これは世界中の国が
似たような方向で規制を強化しており、2025 年に向けて CO₂ の規制値をどんどん下げていって
います。特にその中ではEU（ヨーロッパ）が非常に厳しく、2021 年に 1キロ走ったときに排出
されるCO₂ を 95 グラムまでという規制が実施されます。
　参考までに図 4は 2008 年に経産省が公表したもので、横軸に追加のコストを、縦軸に燃費の
向上率、言い換えるとCO₂ の改善率をとったものです。（当時はCO₂95g/㎞が 2020 年実施予定




















転で電圧が変動しますのでシステムを 48V とすれば確実に 60V 以下になるということで、48V
という中途半端な数字のハイブリッドが出現しています。欧州勢はこの 48 ボルトのマイルドハ
イブリッド、これが極めてコストと性能のバランスがいいのではないかと思っているようです。
参考までに図 6には 2019 年発売の代表的モデルのCO₂ 排出量を追記しています。
　2019 年現在マツダCX-5DE はスタート・アンド・ストップ、いわゆる日本でいうアイドリン
グストップシステムで 119 グラム、マツダ 3のマイルドハイブリッドがAT117 グラム /MT96
グラムです。ハイブリッドシステムになると、2019 年夏に発売されたトヨタ・カローラが 77 グ
ラムです。プラグインハイブリッドになると 28 グラムになります。プラグインハイブリッドの
場合、欧州では優遇の換算方式があり、ものすごく下がっているように換算して貰えるのです。
　図 7に示すようにレギュレーションとの関係で見てみると、2012 年、2015 年、2021 年、2025
年と階段状に、極端に CO₂ 排出量を下げていかなければなりません。特に直近の 2021 年の
95g/㎞は、ものすごく大きな改善が必要で、未達成の場合大きな罰金となります。例えば現在、














　10 台に 1 台が EV になり普通のガソリンエンジン、ディーゼルエンジンがほぼ半分。残りの 4
割、ここが電動系のガソリン車、要は排気管があるガソリン車の電動車両です。この中で一番
シェアが大きいのが 48 Ｖのマイルドハイブリッド車だろうと予測されています。
　48Ｖのマイルドハイブリッド車、地域別の予測では 2025 年、北米で 4分の 1、ヨーロッパも 4














かるし、重量も増えるということから、電源電圧を 48 Ｖに上げると 12 Ｖの 4倍ですから、電流
は 4分の 1になりますので、配線の太さを細く出来ます。結果、重量が軽くなり、コストが安く
なることで、48V のマイルドハイブリッド車は CO₂ が下がると同時にコストが結構下がる、重
量が下がる、といったメリットを欧州勢は狙っているのです。
　しかし、2021 年の CO₂ 規制の達成は容易ではありません。図 10 は 2015 年に欧州の環境系シ
ンクタンクTransport&Environment が予測をした 2021 年 95g/㎞達成予測です。2021 年まで






年の予測値）がいたら間に合わない会社です。ほとんどの会社が 2021 年 95g/kmは間に合わな
いと厳しい予測となっています。
TankToWheel からWellToWheel へ　【ライフサイクル・アセスメント】
　現時点、EVは CO₂ 排出量がゼロとカウントされていますが、これはTankToWheel での算
定です；こういった自動車から車輪までの CO₂ 排出量だけではなく、WellToWheel、油を吸
い上げる油井から車輪までパス全体での CO₂ 排出量を評価しようとするもので、そのためには







　ライフサイクル・アセスメントは 2025 年から 2030 年ころからの計画として論議されている







図 10　2021 年 CO₂規制の達成時期予測
出典：Transport & Environment　「2015 TE cars CO2 report v6_FINAL」（2015）












を発表した際に提唱したものですが、この 1年前、2015 年 3 月にはドイツのシンクタンク、ロー
ランド・ベルガーのアメリカ支社が非常によく似た概念を『Automotive4.0』として提起しました。
　Automotive4.0 というのは、2000 年より 2030 年に向けて既に始まっているE:「ElectricDrive
（電動化）」を『Automotive3.0』と呼び、2030 年ころから本格化する「Connected（コネクティッ
ド）」「Autonomous（自動運転）」「Shared&Services（シェア&サービス）」を『Automotive4.0』
と呼ぼうと。ローランド・ベルガー提唱のAutomotive3.0 と 4.0 を合わせると、まさに CASE
になりますが、必要なタイミングがかなり違います。
　私も、この見方に賛同しており、2021 年 CO₂、95g/km に向けて世界が全力で取り組んでい





























































※ マツダはかつて図中×印のＡ : エンジン電装、トランスミッション、Ｂ：空調。メーター、オーディ
オ等は系列外のサプライヤーが担当していた。


















として 500 円程度の部品でくくりますと大体 200 個に展開されます。現在、中国地域ではそのう
ちの 99 品目、ほぼ半分を地域で作っています。残りの半分については名古屋、関西、関東から
中国地域に運ばれ、あるいは海外から運ばれて自動車になっています。この部品群をハイブリッ
ド・電動化による変化で影響する・しないで分析をしてみると 2/3、およそ 61 パーセント強の
部品が何らかの影響を受けます。こういったハイブリッド・電動化の影響に地域で対応ができな
かったとしたら、地域の部品産業は 2/3 減ってしまう可能性があるということになります。これ



























EVがやっと 10 パーセントぐらいになるのは 2030 年との予測です。
　将来、もし全面的に電気自動車となれば地域の部品産業には大変な影響が出ることになるわけ






























図 19　自動車の電動化が地域へ及ぼす影響 EV 化で影響を受ける自動車部品
33
電動化の加速とその中国地方に与える影響
図 20　自動車の電動化が地域へ及ぼす影響　HV によるリスクとオポチュニティ＠ 2020 年の推定







































　トヨタが 98 年にプリウスを出したとき、環境報告書 1998 ではハイブリッド技術の適用範囲を















　いままで少し遅いかなと思っていましたが、一斉に取り組み始めました。2020 年から 2030 年
図 24



















































































































VEセミナーについては修了生が 1000 人になりました。このVEセミナーは平成 21 年から実施





























































2009年度 1 スズキ ワゴンR   スズキグループ展示商談会に向けたBM
2 トヨタ プリウスHV HV車のBM
2010年度 3 ダイハツ ミラ ダイハツグループ展示商談会向けたBM
4 日産 マーチ 海外生産車のBM
2011年度 5 日産 リーフ EV EV車のBM
2012年度 6 トヨタ プリウスPHV PHV車のBM
7 トヨタ アクアHV HV車のBM
2013年度 8 ホンダ N-One ホンダグループ展示商談会に向けたBM
9 スズキ ワゴンR  軽量化・低コスト技術のBM
10 ホンダ アコードHV HV車のBM  
2014年度 11 日産 ノート 軽量化・ダウンサイジング技術のBM
12 ダイハツ ムーブ 軽量化・低コスト技術のBM 
2015年度 13 トヨタ クラウン 電動化・高級車のBM 
14 トヨタ 新型プリウス 電動化の進化
2016年度 15 VW パサート 欧州車のテイスト把握
16 日産 セレナ 先進運転支援技術「ADAS」
2017年度 17 トヨタ CHR ハイブリッドSUV


























　Automotive 4.0 ／ CASE の時代、家庭に「もう一部屋」新たに生まれる車室内空間
　その後各社より動くサルーンの概念が発表されています。
　今日お話しました、電動系の部品が、あるいは機械系の部品がどうなっていくかに加えて、新
しいリビングルームの概念が、自動車の新しいカテゴリーとして出てくるということになると、
自動車として新しい産業分野が CASE には出てくるんではないかなと思っています。この辺り
も含めた地域の戦略づくりを、次のメンバー達が検討しているところです。
　いろいろ話が飛んでしまいましたが、本日の私の話は以上でございます。
　ありがとうございます。
